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「
池
住
は
ま
っ
す
ぐ

な
人
で
す
」
と
圭
さ

ん
（
彼
は
奥
さ
ん
の

こ
と
を
こ
う
呼
ぶ
）
の
紹
介

ど
お
り
池
住
義
憲
氏
は
実
に

さ
わ
や
か
だ
っ
た
。
卒
業
と

同
時
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
就
職
。

ベ
ト
ナ
ム
難
民
救
済
復
興
事

業
に
関
わ
っ
た
青
年
が
ま
っ

す
ぐ
に
生
き
た
姿
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。「
変
化
は
可
能
で

あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
ど

の
政
党
、
集
ま
り
、
個
人
で

あ
っ
て
も
力
を
合
わ
せ
た

い
」
と
「
み
ん
な
で
愛
知
を

変
え
よ
う
会
」
を
７
日
に
発

足
さ
せ
知
事
選
出
馬
を
正
式

表
明
し
た
▼
「
特
定
の
団
体

の
支
持
・
推
薦
は
受
け
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
自

主
的
に
支
持
や
応
援
を
決
め

る
こ
と
は
歓
迎
す
る
」
と
新

し
い
ス
タ
イ
ル
の
運
動
が
始

ま
っ
た
。
自
主
的
に
池
住
さ

ん
を
支
持
す
る
会
が
発
足
し

て
き
て
い
る
。
前
回
神
田
知

事
を
支
持
し
た
社
民
党
は
今

回
、
池
住
氏
へ
の
協
力
を
決

定
し
た
▼
政
府
は
民
主
党
の

混
乱
の
ス
キ
に
イ
ー
ジ
ス
艦

の
海
外
派
遣
を
決
め
た
。
こ

っ
ち
は
全
く
さ
わ
や
か
で
な

い
。
政
争
や
戦
争
に
し
の
ぎ

を
削
る
よ
り
「
不
況
対
策
を

マ
ジ
メ
に
や
れ
」
と
言
い
た

い
▼
水
道
局
の
仲
間
か
ら
は

水
を
止
め
る
家
庭
が
増
え
て

い
る
こ
と
を
聞
い
た
。「
子

ど
も
の
バ
イ
ト
代
が
入
っ
た

ら
払
う
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

少
な
か
っ
た
の
で
」
と
い
う

電
話
も
あ
っ
た
。
仕
事
を
通

じ
て
リ
ス
ト
ラ
・
不
況
の
実

態
が
目
の
当
た
り
に
。
住
民

の
た
め
の
仕
事
を
し
た
い
、

働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
を
と

思
っ
て
も
で
き
な
い
実
態
が

あ
る
。　

春
闘
は
不
況
打
開

03

の
た
た
か
い
に
な
る
（
Ｋ
）

　

名
古
屋
市
が
万
博
や
空
港
、

ダ
ム
建
設
の
一
方
で
福
祉
や
医

療
、
保
育
な
ど
の
補
助
金
カ
ッ

ト
、
お
年
寄
り
の
敬
老
パ
ス
見

直
し
な
ど
住
民
生
活
を
犠
牲
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
も
と
で
、

こ
れ
を
許
さ
ぬ
運
動
が
大
き
く

と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
年
金

者
組
合
は
署
名
と
集
会
・
デ
モ
、

市
民
犠
牲
許
す
な
連
絡
会
は
市

役
所
に
座
り
込
み
５
日
間
、
障

害
者
３
団
体
が
県
と
市
の
両
方

で
座
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたほ れ ち ゃ っ た!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
　

来
年
２
月
に
行
わ
れ
る
愛
知
県
知
事
選
挙
（
１
月　

日
告
示
、
２
月
２
日
投
票
）
に
出
馬
の

16

意
向
を
固
め
て
い
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
国
際
民
衆
保
険
協
議
会
日
本
連
絡
事
務
所
代

表
の
池
住
義
憲
さ
ん
（　

才
・
日
進
市
在
住
）
は　

月
７
日
夜
、「
み
ん
な
で
愛
知
を
変
え
よ
う

58

12

会
」
が
名
古
屋
市
内
の
県
勤
労
会
館
で
開
い
た
「
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
出
席
し
、

正
式
に
出
馬
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
同
じ
日
に
開
か
れ
て
い
た
愛
労
連
・
愛
知
春

闘
共
闘　

国
民
春
闘
討
論
集
会
に
訪
れ
、
県
政
を
変
え
る
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

03

Ｎ
Ｇ
Ｏ
経
験
い
か
し
て

Ｎ
Ｇ
Ｏ
経
験
い
か
し
て　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

国
際
協
力
の
場
面
で
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な

っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）。

そ
の
草
分
け
的
存
在
で
、
国
内

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で

あ
る
池
住
義
憲
さ
ん
は
こ
の
道

　

年
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

30
　
　

月
７
日
午
後
、
春
闘
討
論

12
集
会
の
会
場
に
夫
人
の
圭
さ
ん

と
と
も
に
訪
れ
た
池
住
さ
ん
は

「（
出
馬
に
つ
い
て
）市
民
団
体

の
み
な
さ
ん
か
ら
要
請
さ
れ
辞

退
し
た
経
緯
も
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ま
の
愛
知
県
の
実
態
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
こ
の
ま
ま

に
は
し
て
お
け
な
い
。
要
請
さ

れ
た
か
ら
で
は
な

く
自
ら
愛
知
県
を

変
え
る
た
め
に
決

意
し
、
私
の
考
え

を
多
く
の
み
な
さ

ん
に
よ
び
か
け
る

こ
と
に
し
ま
し

た
」
と
、
県
政
を

住
民
本
位
に
変
え

る
強
い
意
志
を
訴
え
ま
し
た
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ　

愛
知
を
変
え
よ
う

愛
知
を
変
え
よ
う

　

政
策
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
か

ら
多
く
の
提
案
を
よ
せ
て
も
ら

う
中
で
練
り
上
げ
た
い
」
と
し

な
が
ら
も
、
愛
知
万
博
の
中

止
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
県
民
中

心
・
県
民
参
加
の
県
政
、
県
は

市
町
村
の
「
自
治
」
と
「
循
環

型
」
地
域
経
済
振
興
の
た
め
に

調
整
・
促
進
役
に
、
有
事
法
制

に
反
対
し
平
和
発
信
拠
点
に
変

え
る
こ
と
な
ど
、
柱
と
な
る

「
基
本
方
針
」
を
説
明
し
、「
無

党
派
・
無
所
属
・
市
民
派
で
出

馬
し
、
ど
の
政
党
、
団
体
、
個

人
で
あ
っ
て
も
力
を
合
わ
せ
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。
参
加
者

　補助金が２割カットされ
たらやっていけません。い
までも午前中の時間帯は補
助の対象ではなく、物資販
売など父母の努力です。
建交労学童保育支部
木村　亮　さん

　無認可保育所は、市
から今年は交渉さえも
やらないと言われ腹が
立ちました。力を合わ
せること大切ですね。
福祉保育労昭天瑞支部
榎本　淳　さん

　ご主人を亡くされた、女性一人
の年金暮らしは本当に大変。医療
費も１０月から値上げされ、敬老パ
スまで取り上げられたら…。反対
署名をお願いに行くと「敬老パス
は命の次に大切」と話されました。
年金者組合北支部　望月 弘子 さん
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いけずみいけずみ さ ん と なら
愛知を変えられる愛知を変えられる
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�

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
草
分
け
池
住
義
憲
さ
ん
が

愛
知
県
知
事
選
に
正
式
出
馬
表
明

� �������

�� ������

か
ら
は
「
本
当
に
ま
っ
す
ぐ
な

人
」「
ど
う
し
て
も
県
政
を
変
え

た
い
、
変
え
よ
う
」
と
大
き
な

拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「愛知県を変えよう」と熱い思いを語る池住義憲さん
見崎議長が「力を合わせてがんば
りましょう」とガッチリ握手

キックオフミーティングでは、「池住さんを
招きたい」と池住カレンダーが次々と埋めら
れていきました

年
金
者
組
合
は
約
１
万
の
署
名

を
提
出
し
集
会
と
デ
モ
行
進

「市民犠牲許すな」と５日間の座り込
みと集会に８００人が参加（市役所前）

補助金カ
ット

補助金カ
ット

敬老パス
見直し

敬老パス
見直し

職員賃金
カット

職員賃金
カット

住
民
犠
牲
は
許
さ
な
い

相
次
い
で
座
り
込
み
・
署
名
・
集
会
・
デ
モ

変えよう愛知！

いけずみGO県民のつどい
と　き　12月25日(水)18:30から
ところ　名古屋市教育センター

（名鉄神宮前駅南）
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「
私
は
農
家
の
三
男
で
、

農
業
の
大
変
さ
不
安
定
さ
を

肌
に
感
じ
て
育
っ
て
き
ま
し

た
か
ら
、
安
定
し
た
仕
事
を

と
郵
便
局
の
仕
事
を
選
び
ま

し
た
」
と
語
る
の
は
郵
産
労

名
古
屋
南
部
支
部
で
書
記
長

を
務
め
る
栗
林
純
雄
さ
ん
。

名
古
屋
南
郵
便
局
で
集
配
課

の
主
任
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン　
　

体
動
か
す
こ
と
が
好
き

体
動
か
す
こ
と
が
好
き

　

栗
林
さ
ん
は　

年
間
、
集

34

配
担
当
と
し
て
郵
便
物
を
配

り
続
け
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
で

す
。
夜
間
大
学
に
通
い
な
が

ら
最
初
の
１
年
は
熱
田
郵
便

局
に
勤
務
し
翌
年
に
南
郵
便

局
へ
転
勤
。
以
来
、
南
区
で

働
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
体
を
動
か
し
て
い
る
こ

と
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
栗

林
さ
ん
。
何
度
か
保
険
や
預

金
を
扱
う
局
内
勤
務
に
変
わ

る
こ
と
を
打
診
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
仕
事
を
希
望
し
て

続
け
て
き
ま
し
た
。
趣
味
は

マ
ラ
ソ
ン
で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自

己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
は
３
時
間

　

分
。
仕
事
の
時
も
好
ん
で

32階
段
を
使
い
体
を
鍛
え
て
い

ま
す
。

宅
急
便
に
は
負
け
な
い

宅
急
便
に
は
負
け
な
い

正
確
さ
が
あ
る

正
確
さ
が
あ
る

　
「
み
な
さ
ん
が
待
っ
て
い

る
も
の
（
郵
便
物
）
を
間
違

い
な
く
届
け
る
こ
と
が
や
り

が
い
で
す
」
と
栗
林
さ
ん
。

宅
急
便
会
社
な
ど
が
小
型
の

書
類
な
ど
も
扱
う
「
メ
ー
ル

便
」
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い

ま
す
が
、
誤
配
で
郵
便
局
に

も
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
が
入

り
ま
す
。「
ど
こ
に
誰
が
住

ん
で
い
る
の
か
、
先
輩
か
ら

ず
っ
と
受
け
継
い
で
き
た
資

料
が
あ
る
こ
と
と
、
長
年
か

け
て
覚
え
て
き
た
か
ら
正
確

に
で
き
る
ん
で
す
」
と
。
い

ま
郵
便
局
で
は
、
人
事
交
流

の
名
の
下
に　

才
過
ぎ
て
か

50

ら
の
配
置
転
換
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
栗
林
さ
ん
は
「
本

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
業

務
の
正
確
さ
や
効
率
に
と
っ

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
す
」
と
キ

ッ
パ
リ
言
い
ま
す
。

　

年
賀
状
シ
ー
ズ
ン
突
入
。

栗
林
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
忙

し
い
季
節
の
始
ま
り
で
す
。

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ＮＯ.１１　郵産労

栗林 純雄 さん
郵政産業労働組合
名古屋南部支部

正
確
な
配
達
業
務
は

長
年
の
経
験
と
蓄
積
か
ら

T
o
p
ics

T
o
p
ics

「きな粉って大豆からできるんだ」。
第13回食農健まつりに250人が参加

11/9

愛労連は県と名古屋市に万博や空港、
補助金や賃金カット中止を求めて交渉

11/13

「イラク攻撃許すな」と小牧で平和集
会が開かれ250人が参加

11/17

労働組合講座には26名が参加。「やっ
ぱり学習しないと…」と実感

イラク攻撃反対、有事法案廃案11.23
県民集会には２０００人が参加

11/2３

130人が参加した毎年恒例の尾東労連
年末総決起集会

12/４

集中労働相談はＮＨＫや中日新聞で報
道され、65件もの相談が寄せられた

11/23-24

12/4-6

　

今
年
８
月
、
人
事
院
は
史

上
初
の
国
家
公
務
員
の
月
例

給
（
基
本
給
）
を
平
均
で　
2.03

％
、
一
時
金
を
含
む
年
収
平

均
で　

％
・　

万
円
の
賃
金

2.3

15

引
き
下
げ
と
、
さ
ら
に
最
高

裁
判
例
の
「
不
利
益
不
遡
及

の
原
則
」
を
踏
み
に
じ
り
４

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
し

　

月
の
一
時
金
で
減
額
調
整

12す
る
や
り
方
を
勧
告
。
国
会

で
も　

月　

日
に
自
民
、
民

11

15

主
、
公
明
な
ど
の
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
公
務
員
労
働
者
に
と

ど
ま
ら
ず
公
務
・
公
共
業
務

関
連
労
働
者
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
な
か
医
労
連
傘
下
の
全

日
本
赤
十
字
労
働
組
合
連
合

会
（
全
日
赤
）
は
日
赤
本
社

の
一
方
的
な
賃
下
げ
攻
撃
を

跳
ね
返
し
て
い
ま
す
。

　

日
赤
本
社
は　

月
初
め
に

10

基
本
給
を
定
め
た
俸
給
表
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
を
柱
と
す
る

新
賃
金
に
つ
い
て
一
方
的
に

労
使
合
意
に
よ
る
決
着
を
投

げ
捨
て
「
団
交
打
ち
切
り
・

賃
金
協
定
破
棄
・
賃
下
げ　
10

月
実
施
」
を
図
ろ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
全

日
赤
は
医
労
連
や
全
労
連
な

ど
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
ス

ト
ラ
イ
キ
や
署
名
、
全
国　
35

の
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
労

基
法　

条
、　

条
違
反
の
申

24

92

告
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準

局
と
の
交
渉
な
ど
攻
勢
的
な

た
た
か
い
に
よ
っ
て
、
賃
金

の
引
き
下
げ
は
行
わ
れ
る
も

の
の
、
そ
の
時
期
を
１
月
に

引
き
延
ば
し
、
人
事
院
勧
告

と
比
較
し
削
減
額
を
大
幅
に

縮
小
さ
せ
て
い
ま
す
。
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第　

回
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

20

ム
が　

月　

日
に
開
催
さ
れ
、

11

１７

ト
ヨ
タ
の
労
働
者
や
各
単
産
な

ど
か
ら　

人
が
参
加
し
ま
し

90

た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
日
産
自
動
車
支

部
の
坂
ノ
下
征
稔
さ
ん
か
ら
日

産
の
報
告
、
後
藤
基
先
生
に
よ

る
「
多
国
籍
企
業
の
横
暴
を
や

め
さ
せ
、
地
域
経
済
の
再
生

を
」
と
題
す
る
講
演
、
ト
ヨ
タ

労
働
者
の
八
ヶ
代
亘
さ
ん
、
参

議
院
議
員
の
八
田
広
子
さ
ん
、

後
藤
先
生
の
３
人
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
海
外
進
出
を

本
格
化
さ
せ
、
１
兆
円
の
利
益

を
あ
げ
な
が
ら
、
そ
の
裏
で
猛

烈
な
合
理
化
「
C
C
C　

」
に

21

よ
る
単
価
引
き
下
げ
が
、
下
請

企
業
に
強
要
さ
れ
て
い
る
実
態

や
地
域
経
済
へ
の
影
響
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
来
春
闘
に

向
け
て
、
不
況
打
開
や
地
域
経

済
を
守
る
課
題
で
共
同
の
輪
を

ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

不
利
益
遡
及
は
労
基
法
違
反

不
利
益
遡
及
は
労
基
法
違
反

全
日
赤
に
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
が
回
答

全
日
赤
に
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
が
回
答

　

※
労
働
基
準
局
か
ら
引
き
出
し
た

法
解
釈
は
以
下
の
と
お
り
。　

①
労

基
法　

条
違
反
…
一
方
的
に
労
働
協

92

約
を
下
回
る
就
業
規
則
の
作
成
は
無

効
。
②
労
組
法　

条
違
反
…
賃
金
協

15

定
破
棄
の
場
合
は　

日
間
現
行
協
定

90

が
有
効
。
③
労
基
法　

条
違
反
…
賃

24

金
協
定
を
下
回
る
就
業
規
則
で
支
払

わ
れ
た
賃
金
は
無
効
。
④
労
基
法　
89

条
違
反
…
労
働
基
準
監
督
署
に
無
届

け
の
賃
下
げ
は
無
効
。

第　

回
ト
ヨ
タ

20
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

空
前
の
利
益
、
労
働
者
と
下
請
犠
牲

　
「
雇
用
・
く
ら
し
・
い
の
ち
・

平
和
・
営
業
を
守
れ
」
と　

月
11

　

日
、
全
労
連
の
秋
季
年
末
闘

20争
第
1
次
全
国
統
一
行
動
に
呼

応
し
て
と
り
く
ま
れ
た　

・　
11

20

秋
の
地
域
総
行
動
は
、
県
下
各

地
で
終
日
に
わ
た
っ
て
多
彩
な

行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
加
入
・
結
成
を
よ
び
か

け
愛
知
万
博
と
中
部
国
際
空
港

に
象
徴
さ
れ
る
愛

知
県
や
名
古
屋
市

の
ム
ダ
使
い
や
め

さ
せ
県
民
生
活
優

先
の
財
政
を
も
と

め
る
ビ
ラ
配
布

は
、
早
朝
か
ら
１

７
２
７
人
が
県
下

１
９
１
駅
で
６
万

７
４
０
０
枚
を
配

布
、
集
会
は
昼
休
み
や
夕
方
に

　

カ
所
で
開
か
れ
１
４
７
１
名

15が
参
加
、
デ
モ
行
進
は　

カ
所

12

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
へ

の
要
請
で
は
西
三
河
と
津
島
の

８
市
が
と
り
く
ま
れ
、
７
つ
の

商
工
会
議
所
と
の
懇
談
、　

の
48

労
働
組
合
へ
の
訪
問
活
動
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
前
で
の
宣
伝
や
ア

ン
ケ
ー
ト
、
争
議
支
援
行
動
、

企
業
団
地
で
の
組
織
拡
大
宣
伝

や
街
頭
で
の
働
く
ル
ー
ル
、
有

事
法
制
な
ど
の
署
名
宣
伝
行
動

な
ど
地
域
の
力
を
発
揮
し
て
展

開
さ
れ
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
リ

ス
ト
ラ
裁
判
が
開
か
れ
、
２
０

０
名
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

中区ではUFJ銀行本店に「貸し渋
り、貸し剥がしやめよ」と抗議

港区での集会とちょうちんデモ
には150人が参加

千
種
・
名
東
労
連
は
今
池
交

差
点
で
署
名
宣
伝
行
動

婦人協は金山駅で街頭労働相談

　
 
･ 　

地
域
総
行
動

11
20 雇用・ くらし・いのち・平和・営業を守れ
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年
末
年
始
の
ご
案
内

■
愛
労
連
第　

回
臨
時
大
会
（　

28

12

月　

日
�
午
前　

時
開
会
、
サ
ン

23

10

笠
寺
サ
ン
ホ
ー
ル
）

■
変
え
よ
う
愛
知
!
い
け
ず
み　
GO

県
民
の
つ
ど
い
（　

月　

日
�
午

12

25

後
６
時　

分
開
会
、
名
古
屋
市
教

30

育
セ
ン
タ
ー
※
名
鉄
神
宮
前
駅
）

■
愛
労
連
２
０
０
３
年
旗
び
ら
き

（
１
月
８
日
�
午
後
６
時
開
会
、

労
働
会
館
東
館
ホ
ー
ル
）

■
地
域
労
連
代
表
者
会
議
（
１
月

　

日
�
午
前　

時
開
会
、
サ
ン
笠

12

10

寺
サ
ン
ホ
ー
ル
）

■
愛
労
連
・
愛
知
春
闘
共
闘
新
春

大
学
習
会
（
１
月　

日
�
午
後
１

12

時
開
会
、
サ
ン
笠
寺
サ
ン
ホ
ー

ル
）

※
愛
労
連
は
年
末
年
始
に
伴
い
、

　

月　

日
か
ら
新
年
５
日
ま
で
事

12

28

務
局
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。


